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問問 市民協働課（霞ヶ浦庁舎）

夕暮時から夜間にかけては、急速に暗くなり、ドライバーの視界から歩行者などが発見しにくくなる時間帯です。
また、買い物や帰宅時間とも重なって交通量も増加するため、交通事故発生の危険がさらに高くなります。

事故の
場所

道 路 横 断 中道 路 横 断 中
7 6 . 97 6 . 9 ％

通行中 11.0％

その他 12.1％

高齢歩行者の交通事故死者の特徴（茨城県内過去 10 年間（H22 ～ R1）の死亡者 347 人）

歩行中の死亡事故が
最も多い時間は？

午後６時～午後８時

事故が多い場所は？

道路横断中が約 8 割（267 人）
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約半数が夕暮時に
亡くなってます

[ 反射材利用 ]
・反射材なし 98.5％
・反射材あり 1.5%
[ 歩行者の運転資格 ]
・免許なし 79.0％
・免許あり 21.0%
[ 横断場所 ]
・横断歩道以外 72.7%
・横断歩道 27.3%

[ 道路形状 ]
・交差点 43.8%
・交差点付近 8.2%
・直線 44.2%
・カーブ 3.4%
・橋 0.4%

反射材は付けていたの？

道路横断中に事故にあわれた高齢歩行者の 98.5%（263 人）
の方は、反射材を付けていませんでした

お出かけのときは
反射材反射材のの着用着用をを忘れずに！忘れずに！

反射材には、タスキやシール、スポーツウエア、犬のリード
などさまざまな製品があります。

自分の存在をドライバーに知らせることが交通事故防止につ
ながりますので、夕暮時以降の外出には、明るい色の服装と反
射材を身に付けることを心掛けましょう。

反射材
利用

反 射 材 な し反 射 材 な し
9 8 . 59 8 . 5 ％

反射材あり 1.5％

ドライバー目線でドライバー目線で
見てみると見てみると

反射材の着用によって、歩行者の
見え方が全く異なります。
反射材を着用することで、ドライ
バーへの注意喚起になり、自分の
安全確保にもつながります。

反射材なし 反射材あり

　情報公開条例および個人情報保護条例に基づき、
運用状況についてお知らせします。
個人情報開示請求・決定件数 ▶ ３件（令和２年度中）
[ 内訳 ] ▶市民部２件 ▶保健福祉部１件
情報公開請求・決定件数 ▶ 17 件（令和２年度中）
[ 内訳 ] ▶総務部 5 件 ▶市民部 1 件 ▶保健福祉部１件
▶都市産業部１件 ▶建設部６件 ▶教育委員会 1 件 
▶農業委員会１件 ▶消防本部 1 件

2公平委員会からの業務報告
勤務条件に関する措置の要求の状況 ▶ 0件
不利益処分に関する不服申し立ての状況 ▶ 0件

[ 令和 2 年度 ]

　「人事行政の運営等の状況の公表に関する条例」に基づき、市職員や特別職の給与・職員数状況
などをお知らせします。
　詳細は、市ホームページで 9 月 30 日木までに公表します。

問 総務課（千代田庁舎）市職員の給与などを公表

[ 令和 3 年 4 月 1 日現在 ]1給料

一般行政職 消防職
平均年齢 平均給料 平均年齢 平均給料
42.6歳 320,700円 34.8歳 291,000円

1　平均年齢と平均給料月額

㊟現在の基準によるもので、採用時期により異なります

区分 区分 大学卒 高校卒

一般行政職

初任給 182,200円 150,600円
10年経過 255,000円 216,200円
15年経過 302,400円 255,000円
20年経過 353,400円 289,000円

消防職 初任給 208,600円 169,900円

2　職員の初任給などの状況

区分 6月期 12 月期 合計
期末手当 1.3月分 1.25月分 2.55月分
勤勉手当 0.95月分 0.95月分 1.9月分

3　一般職員の期末・勤勉手当支給割合

区分 給料月額 区分 報酬月額
市長 779,000円 議長 334,000円

副市長 592,000円 副議長 285,000円
教育長 546,000円 議員 269,000円

期末手当 6月期 1.7月分 / 12月期 1.65月分

4　特別職などの報酬

[ 令和 3 年 4 月 1 日現在 ]3職員数

職種 応募者数 受験者数 採用人数
行政職 54人 36人 6人
消防職 18人 17人 5人

1　職員採用試験の実施状況 [令和3年4月1日現在]

4勤務条件ほか

　1日につき7時間45分（ 開始時刻 8：30 終業時
刻17：15、休憩時間 12：00 ～ 1時間）の勤務時
間とし、1週間で38時間45分と定めています。

職員一人ひとりの資質と能力を向上させ、市民
の信頼に応えていくため、「人材育成基本方針」
に基づき職員研修計画を定め、新規採用職員研
修、人事評価者研修などを実施しました。

職員の主体的な職務遂行や能力開発、効果的な
人材育成の推進を目的に人事評価を実施し、その
結果を定期昇給や勤勉手当の成績率に反映して
います。

区分 付与日数 取得日数 取得率
38.9日 11.5日 29.6％

分限処分 4件 懲戒処分 1件

育児休業 0人 育児部分休業 0人

[ 令和 2 年度 ]

2　退職者の状況 [令和2年度]

㊟短時間勤務再任用職員は含まない

一般行政部門 教育部門 消防部門 公営企業
267人 27人 82人 28人

3　部門別職員数の状況 ▶ 合計 404人

1　標準的な勤務時間

2　年次休暇の状況 [令和2年1月1日～12月31日]

3　職員研修・職員の人事評価の実施状況

4　職員の分限・懲戒処分の状況

5　育児休業などの状況 [新規取得者]

市の情報公開・個人情報保護状況を公表 問 総務課（千代田庁舎）

区分 定年 勧奨など 合計
9人 8人 17人

個人情報取扱事務件数 ▶ 420 件（令和３年８月１日現在）
[ 内訳 ] ▶公共施設等マネジメント推進室 4 件
▶市長公室 23 件 ▶総務部 19 件 ▶市民部 57 件
▶保健福祉部 68 件 ▶産業経済部 35 件
▶都市建設部 67 件 ▶会計課 2 件 ▶選挙管理委員会 17 件
▶監査委員 5 件 ▶固定資産評価審査委員会 2 件
▶教育委員会 100 件 ▶農業委員会３件 ▶議会４件
▶消防本部 14 件
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